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退任された小林守さん（左）と川﨑晃さん

新任役員の横澤執行委員（左）と松井会計監査

主催者あいさつをする牧野会長
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男女混合の部トップ３
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小林事務局長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！
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11月の主な活動
	3日	 第32回新潟県勤労者
	 	 																駅伝大会
	5日	 第34回女性委員会総会
	 	 第34回青年委員会総会
	8日	 新潟県知事要請
	 	 （県予算に関する施策要望）
	12日	 医療部門連絡会
	 	 （2022年度研修会）
	15日	 第1回四役会議
	22日	 第1回執行委員会
	25日	 地域産業労働懇談会

　

10
月
28
日
、
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
で
、
連
合
新
潟
第
32
回
年
次

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ

る
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
中

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

来
賓
は
行
政
と
友
誼
団
体
の
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
短

時
間
か
つ
会
場
収
容
率
50
％
未

満
を
確
保
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
に
は
代
議
員
・
特

別
代
議
員
な
ど
お
よ
そ
１
０
０

名
が
出
席
し
、
う
ち
女
性
の
出

席
は
19
名
で
し
た
。
ま
た
大
会

議
長
に
は
、
吉
田
悟
さ
ん
（
Ｊ

Ｅ
Ｃ
連
合
）、
山
田
和
弘
さ
ん

（
紙
パ
連
合
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
牧
野
会

長
は
、
８
月
の
県
北
豪
雨
災
害

で
の
被
災
者
へ
の
お
見
舞
い
と

と
も
に
、
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
行
動
お
よ
び
被
災
者
救

援
カ
ン
パ
協
力
へ
の
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
１
年
の
連
合
新
潟
の
運

動
の
振
り
返
り
で
は
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
「
組
織
の
拡
大
」

は
、
昨
年
12
月
よ
り
地
方
オ
ル

ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
組
織
対
策
委
員
会
や
地

域
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会
な

ど
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
形
は

整
っ
た
こ
と
か
ら
引
き
続
き
す

べ
て
の
職
場
で
仲
間
づ
く
り
を

広
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
連
合

新
潟
・
地
域
協
議
会
・
構
成
組

織
が
一
枚
岩
と
な
り
、
行
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

政
治
関
係
で
は
、
政
治
セ
ン

タ
ー
幹
事
会
・
執
行
委
員
会
で

協
議
、
方
針
を
決
定
し
、
第
49

回
衆
議
院
選
挙
に
始
ま
り
新
潟

県
知
事
選
挙
、
第
26
回
参
議
院

選
挙
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
新
潟
市
長
選
挙

で
は
方
針
を
示
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
述

べ
、
来
年
春
に
予
定
さ
れ
て
い

る
第
20
回
統
一
地
方
自
治
体
議

員
選
挙
は
、
地
方
か
ら
働
く
も

の
、
生
活
者
の
立
場
に
立
っ
て

働
い
て
い
た
だ
け
る
、
連
合
新

潟
推
薦
議
員
を
増
や
す
た
め
に

も
、
政
党
・
団
体
と
連
携
を
急

ぐ
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
連
合
新
潟
Ｔ
Ｖ
」
を
参
照
下

連合新潟組織拡大へ全力を傾ける
連合新潟第32回年次大会開催

さ
い
）

　

経
過
報
告
で
は
、
ウ
イ
ル
ス

禍
の
中
で
の
１
年
間
の
活
動
経

過
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

「
連
合
新
潟
組
織
拡
大
プ
ラ
ン

２
０
３
０
の
取
り
組
み
状
況
」

「
連
合
新
潟
第
４
次
男
女
平
等

参
画
推
進
計
画
」
を
報
告
し
確

認
さ
れ
、
意
見
と
し
て
、
下
越

地
協
よ
り
県
北
豪
雨
災
害
に
対

す
る
お
礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、「
２
０
２

３
年
度
活
動
計
画
」「
２
０
２

３
年
度
財
政
」「
役
員
交
代
・

選
出
」「
退
任
役
員
の
表
彰
」

に
つ
い
て
論
議
さ
れ
、
２
年
サ

イ
ク
ル
の
運
動
方
針
を
補
強
す

る
内
容
と
し
て
、
自
治
労
よ

り
、
県
立
病
院
再
編
に
対
す
る

取
り
組
み
支
援
が
意
見
さ
れ
、

医
療
部
門
連
絡
会
な
ど
を
中
心

に
論
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。（
大
会
で

の
意
見
・
質
問
の
概
要
と
回
答

は
、
連
合
新
潟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
下
さ
い
）

　

な
お
、
今
大
会
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
た
小
林
守
さ
ん
（
中
越

地
協
派
遣
・
情
報
労
連
）、
川

﨑
晃
さ
ん
（
新
潟
地
協
派
遣
・

自
治
労
）
と
、
新
任
さ
れ
た
横

澤
勝
之
執
行
委
員
（
中
越
地
協

派
遣
・
自
治
労
）、
松
井
琢
磨

会
計
監
査
（
全
国
ガ
ス
）
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
丸
山
さ
つ
き
執
行

委
員
に
よ
る
大
会
宣
言
を
大
会

構
成
員
全
員
で
確
認
し
、
牧
野

会
長
に
よ
る
「
団
結
が
ん
ば
ろ

う
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
秋
晴
れ
の
中
、

第
32
回
勤
労
者
駅
伝
大
会
を
ウ

イ
ル
ス
禍
以
前
の
２
０
１
９
年

か
ら
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
デ

ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
～
鳥
屋
野
公
園
内
特
設
コ
ー

ス
（
６
区
18
・
４
㎞
）
を
32
チ

ー
ム
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

今
大
会
も
、
全
日
本
実
業
団
対

抗
駅
伝
（
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅

伝
）
へ
の
出
場
実
績
が
あ
る
重

川
材
木
店
陸
上
部
（
チ
ー
ム
重

川
）
に
ゲ
ス
ト
参
戦
し
て
い
た

だ
き
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
合
の
部
で
は
、

「
Ｊ
Ｐ
労
組
チ
ー
ム

Ａ
」
が
、
ゲ
ス
ト
参

戦
し
た
チ
ー
ム
重
川

の
タ
イ
ム
を
上
回
る

見
事
な
走
り
を
披
露

し
て
優
勝
し
、
男
女

混
合
の
部
で
は
「
十

日
町
市
Ａ
チ
ー
ム
」

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
大
型
ビ
ジ
ョ

ン
を
活
用
し
、
黄
金
色
に
輝
く

銀
杏
並
木
を
選
手
た
ち
が
激
走

す
る
様
子
や
タ
ス
キ
リ
レ
ー
の

瞬
間
を
大
き
く
映
し
出
す
な
ど
、

迫
力
の
あ
る
映
像
に
、
ス
タ
ン

ド
か
ら
の
応
援
に
も
熱
が
こ
も

っ
て
い
ま
し
た
。
閉
会
式
終
了

後
に
は
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
入
場
制

限
を
解
除
し
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の

ス
タ
ン
ド
や
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
を

背
景
に
各
チ
ー
ム
思
い
思
い
に

記
念
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

感
染
者
数
が
減
っ
て
い
た
時

期
と
は
い
え
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の

開
催
と
な
り
、
参
加
チ
ー
ム
に

は
体
調
管
理
シ
ー
ト
の
提
出
を

駅
伝
大
会
３
年
ぶ
り
に
開
催

「
Ｊ
Ｐ
労
組
チ
ー
ム
Ａ
」
総
合
優
勝
�

「
十
日
町
市
Ａ
チ
ー
ム
」
男
女
混
合
優
勝
�

第 32 回
新潟県勤労者

駅伝大会

義
務
づ
け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
が
あ
り
ま
し
た
が
、
参

加
さ
れ
た
選
手
・
チ
ー
ム
の
皆

さ
ん
や
、
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
新
潟
市
中
央
陸
上
競
技

協
会
や
新
大
・
医
学
部
陸
上
部

を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
、
無
事
大
会
を
終
え
る

こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
大
会
は
、
制
約
の
な
い

大
会
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
願

う
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
チ

ー
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

第32回新潟県勤労者駅伝大会　結果
■総合順位
1位　JP労組 チームA 1:02:35
2位　十日町地域広域事務組合 1:07:55
3位　コロナアスリートクラブ 1:10:27
4位　柏崎市職労 1:10:44
5位　ヤマト運輸長岡主管駅伝部 1:15:21
6位　十日町市Aチーム 1:16:05

■男女混合順位
1位　十日町市Aチーム 1:16:05
2位　にこにこランニングクラブ 1:17:13
3位　津南町役場A 1:19:30

■区間賞
1区　宮川 　光（柏崎市職労） 0:10:48
2区　西山 猛彦（コロナアスリートクラブ） 0:10:06
3区　太平 　陽（十日町地域広域事務組合） 0:11:06
4区　猪俣 浩大（JP労組 チームA） 0:10:41
5区　岩崎 　覚（JP労組 チームA） 0:09:45
6区　桑原 健人（JP労組 チームA） 0:09:19

■女性区間賞
1区　金子 里絵（ろうきんゆるランチーム③） 0:14:57
2区　本田 祐香里（佐渡地協） 0:13:20
3区　小林 美弥子（チーム丸運A） 0:13:28
4区　青柳 七奈（佐渡地協） 0:16:03
5区　佐藤 夏美（にこにこランニングクラブ） 0:13:50
6区　阿部 朋美（わくわくワーク） 0:14:53
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女性委員会からは４人（写真奥）が出席

講義は終始、言葉と手話ですすめられました

口の動きだけで「たまご」と「タバコ」の違いがわかりますか？
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先
日
、「
迷
子

の
鳥
を
探
し
て
い

ま
す
」
と
カ
ラ
ー

刷
り
で
可
愛
い
白

い
小
鳥
の
写
真
入

り
の
チ
ラ
シ
が
自

宅
ポ
ス
ト
に
入
っ

て
い
た
。
迷
い
犬
や
猫
の
チ
ラ

シ
は
見
る
が
小
鳥
は
初
め
て
だ
。

見
ず
知
ら
ず
の
人
の
小
鳥
は
、

今
、
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
思
い
を
馳
せ
る
。
遠
く
に
い

る
人
た
ち
に
思
い
を
馳
せ
る

日
々
が
増
え
た
。
今
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
人
た
ち
は
、
ど
う
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ロ
シ
ア
か

ら
白
鳥
が
新
潟
に
来
て
い
る
。

鳥
た
ち
に
は
国
境
が
な
い
。
国

境
の
な
い
空
を
私
は
見
上
げ
る
。

�

（
Ｓ
）

10月ホームページアンケート結果発表
質問：10月のHPアンケートは、「今年の秋はどんな秋にした
い？」でした。
　結果は、スポーツと食欲のせめぎ合いになりました。この
秋、どちらも満喫したいですね。
連合新潟では、今月号に掲載されているとおり、３年ぶりに
勤労者駅伝大会を開催しました。観客動員数は及びませんで
したが、先日J1昇格を果たしたアルビレックス新潟の試合に
負けず劣らず（？）贅沢にスタジアムを活用しましたよ。
　さて、11月の連合新潟HPアンケートは、「生理休暇」につ
いてです。連合新潟ホームページからぜひ投票ください。

ろ
う
・
難
聴（
聴
覚
障
が
い
）を
持
つ
仲
間
に

 

『
伝
え
る
』
ヒ
ン
ト
を
学
ぼ
う

働く女性の声を

県と労働局に届ける

女性労働問題懇談会

連
合
新
潟
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

労
働
相
談
か
ら
働
き
方
を
考
え
よ
う

�

大
学
生
約
２
０
０
人
に
む
け
て
講
義

　

10
月
27
日
に
新
潟
大
学
で
、

新
潟
労
働
局
が
実
施
し
て
い
る

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
法
制
度
」

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
１
コ
マ
を

連
合
新
潟
が
担
当
し
、「
働
く

こ
と
の
意
味
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
」、「
働
く
上
で
の
ル
ー

ル
」
な
ど
の
内
容
で
講
義
を
行

い
ま
し
た
。

　

実
際
に
あ
っ
た
労
働
相
談
を

事
例
に
、
事
例
の
問
題
点
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
い
、
気
を
つ

け
る
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
ほ
か
、
働
く
う
え
で
最
低

　

連
合
新
潟
で
は
、「
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の

実
現
に
む
け
て
、
幅
広
い
関
係

者
や
市
民
と
の
対
話
を
す
す
め
、

地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
毎
年
「
地
域
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
「
２
０
２
２
に

い
が
た
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ

ー
ラ
ム
in
柏
崎
」
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
一
コ
マ
を
「
連
合
新
潟
地

域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
位

置
付
け
て
開
催
し
、
34
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
柏
崎
市
で
、
聴

こ
え
な
い
・
聴
こ
え
に

く
い
高
齢
者
施
設
の
設

立
を
目
指
す
『
株
式
会

社�

Ｄ
ｅ
ａ
ｆ�
Ｈ
ｅ
ａ

ｒ
ｔ（
デ
フ
ハ
ー
ト
）』

の
お
二
方
と
手
話
通
訳

を
講
師
に
迎
え
て
、
聴

覚
障
が
い
が
あ
る
働
く

仲
間
と
、
職
場
で
ど
う

す
れ
ば
意
思
疎
通
が
は

か
り
や
す
く

な
る
か
を
学

ん
だ
ほ
か
、
ろ
う
の

当
事
者
が
ど
ん
な
こ

と
で
困
っ
て
い
る
か

な
ど
の
想
い
を
聴
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
声
な
し
の

口
の
動
き
だ
け
で
は

伝
わ
ら
な
い
言
葉
も
、

ア
ク
シ
ョ
ン
や
身
振

り
を
つ
け
る
こ
と
で

伝
わ
り
や
す
く
な
る

限
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
や
、

働
く
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え

た
場
合
に
一
人
で
悩
ん
だ
り
せ

ず
、
連
合
新
潟
を
は
じ
め
と
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
、
働
く

人
や
若
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
、
講
義
を
終

え
ま
し
た
。

　

今
回
、
講
義
を
行
っ
た
こ
と

で
、
学
生
に
対

す
る
労
働
教
育

の
重
要
性
を
再

確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

見附市議会議員選挙結果
投開票日 10月23日（定数17）
（　）は当選回数　○内は当選順位

当選（７）　佐々木志津子� 982票⑦
当選（２）　樺 澤 直 純� 903票⑫

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

妙高市長選挙結果
投開票日 10月30日

当選（１）　城 戸 陽 二� 9,844票　
ご支援、ご協力に感謝いたします。
ありがとうございました。

こ
と
を
体
験
し
、
参
加
者
か
ら

は
、「
聴
覚
障
が
い
が
あ
る
方

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、

自
分
の
思
い
違
い
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
魚
沼
市
な
ど
か
ら
も
、

聴
覚
障
が
い
が
あ
る
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
を

超
え
た
交
流
を
は
か
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
に
て
「
女
性
労
働
問
題

懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
女
性
労
働
問
題
懇
談
会
」

は
、
連
合
新
潟
女
性
委
員
会
、

新
潟
県
、
新
潟
労
働
局
の
三
者

で
、
女
性
の
労
働
環
境
の
向
上

に
む
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る

報
告
や
意
見
交
換
を
す
る
場
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
潟
県
か
ら
は
、
全
国
平
均

か
ら
み
た
県
内
労
働
者
の
現
状

は
、
◦
子
育
て
期
の
女
性
就
業

率
・
共
働
き
率
が
高
い�

◦
女

性
の
育
児
休
業
取
得
率
が
高

く
、
男
性
の
取
得
率
も
低
調
で

は
あ
る
が
向
上
し
て
き
て
い
る�

◦
男
性
の
家
事
・
育
児
時
間
が

短
い�

◦
労
働
時
間
が
長
く
、

有
給
休
暇
の
取
得
率
が
低
い�

な
ど
全
体
的
に
全
国
平
均
よ
り

2022年度連合�新潟県内は４団体が決定しました！
今月は「教員サポートSmileういんず」をご紹介します

「連合・愛のカンパ」は、「自由、平等、公正で平和な
世界の実現」に向けた社会貢献活動として取り組むもの
で、 NGO・NPO団体などの事業・プログラムへの支援、
および自然災害などによる被災者に対する救援・支援を
目的としています。

2022年度 連合・愛のカンパ
新潟県内の支援団体が決定しました

○NPO法人 教員サポートSmileういんず
 （助成回数：２回目）

助成金額 50万円
新潟市西区小新3-15-7
代表者：小川 久美子

団体からのメッセージ：
　連合新潟様より、2021年度、
2022年度にわたり助成金を賜
り心より感謝申し上げます。
　私たちは、20代～80代の退
職教職員を中心にした団体で
す。学校現場の多忙化解消に貢献し、児童・生徒の学びの
環境をより良くすることを目的に、新潟市内の小・中学校
の依頼を受けて実際に学校に入り、授業中の児童支援や保
健室の見守りなどのサポートをしています。
　コロナ禍の今、学校では、毎日の感染予防対応や教育課
程の変更などで、教員の負担がさらに大きくなっています。
また、講師や支援員が見つからず、人手不足も深刻です。
担任や担当が不在時に児童・生徒を見守る「担当不在サポ
ート」は、2021年度は延べ148校（前年度の1.7倍）の実
施となりました。学校からは、コロナ禍で不安の多い児童
が安心して学習に取り組む様子が見られると、感謝の声が
届いています。活動９年目に入った今年度はサポーターも
60名にのぼり、少しでも多くのサポートを実施すること
ができるように努力している毎日です。
　いただいた助成金はリモートワークでかさむ事務局通信
費等を中心に使わせていただき、今後も増加傾向にある依
頼に応えられるよう取り組んでいきます。

低
い
水
準
と
の
説
明
が
あ
り
、

県
の
各
種
制
度
の
活
用
状
況
に

つ
い
て
も
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
潟
労
働
局
か
ら
は
、

「
両
立
支
援
等
助
成
金
」
な
ど

各
種
制
度
の
説
明
と
女
性
活
躍

推
進
法
に
関
す
る
制
度
改
正
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
か
ら
は
、
２
０

２
２
年
度
の
活
動
報
告
と
と
も

に
、「
制
度
を
整
備
す
る
だ
け

で
な
く
、
男
性
の
働
き
方
も
改

善
さ
れ
な
け
れ
ば
変
わ
っ
て
い

か
な
い
」
な
ど
、
集
会
や
研
修

会
の
参
加
者
か
ら
で
た
意
見
を

届
け
ま
し
た
。
女
性
委
員
会
は

今
後
も
集
会
や
研
修
会
を
通
じ
、

現
場
の
声
を
集
め
女
性
の
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。


